
平成２２年度 
第６回 河内長野市地域公共交通会議次第 

 
 

                  日時 平成 ２２年１１月 ２６日（金） 
             午後３時００分から 

場所 河内長野市役所８階 ８０２会議室 
 
 
１ 開会 
 
 
 
２ 議題 
 
（１）楠ヶ丘地区の試行運行の実施状況について 

 

（２）下里・門前・中尾地域、モックルコミュニティバス、清見台地域、

バス de おトクなキャンペーンの取組みについて 

 

（３）交通基本法（案）の概要について 

 

（４）その他      

 

 

 

３ 閉会 



○　乗降場
□　降りのみ

①
９

⑥

⑤

④

③

② 三日市町駅前

⑦
⑧



運行時刻表(10月1日～改定)
1便 2便 3便 4便 5便 6便 7便 休憩 8便 9便 10便 11便 休憩 12便 13便 14便 15便 16便

三日市町駅西ロータリー発 8:30 9:00 9:30 10:00 10:30 11:00 11:30

運休

13:00 13:30 14:00 14:30

運休

15:30 16:00 16:30 17:00 17:30

① 8:32 9:02 9:32 10:02 10:32 11:02 11:32 13:02 13:32 14:02 14:32 15:32 16:02 16:32 17:02 17:32

② 8:34 9:04 9:34 10:04 10:34 11:04 11:34 13:04 13:34 14:04 14:34 15:34 16:04 16:34 17:04 17:34

③ 8:36 9:06 9:36 10:06 10:36 11:06 11:36 13:06 13:36 14:06 14:36 15:36 16:06 16:36 17:06 17:36

④ 8:38 9:08 9:38 10:08 10:38 11:08 11:38 13:08 13:38 14:08 14:38 15:38 16:08 16:38 17:08 17:38

⑤ 8:40 9:10 9:40 10:10 10:40 11:10 11:40 13:10 13:40 14:10 14:40 15:40 16:10 16:40 17:10 17:40

⑥ 8:42 9:12 9:42 10:12 10:42 11:12 11:42 13:12 13:42 14:12 14:42 15:42 16:12 16:42 17:12 17:42

⑦ 8:44 9:14 9:44 10:14 10:44 11:14 11:44 13:14 13:44 14:14 14:44 15:44 16:14 16:44 17:14 17:44

⑧ 8:46 9:16 9:46 10:16 10:46 11:16 11:46 13:16 13:46 14:16 14:46 15:46 16:16 16:46 17:16 17:46

9 8:48 9:18 9:48 10:18 10:48 11:18 11:48 13:18 13:48 14:18 14:48 15:48 16:18 16:48 17:18 17:48

三日市町駅西ロータリー着 8:50 9:20 9:50 10:20 10:50 11:20 11:50 13:20 13:50 14:20 14:50 15:50 16:20 16:50 17:20 17:50



□楠ヶ丘乗合タクシー停留所の設置の様子 

楠ヶ丘乗合タクシー出発式の様子 
 
□



□楠ヶ丘地域による公共交通利用促進の看板作成 
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参加者たちは息の合った演技を披露していました

　高齢者保健福祉月間の９月は、市内でも様々な催しが
行われました。９月 11日には、ラブリーホールで老人
福祉大会が開かれました。
　会場では、地域で高齢者福祉に貢献した人たちに、感
謝状が贈られました。また、老人クラブ員たちによる舞
踊などのアトラクションが行われ、色とりどりの衣装で
踊りを披露するクラブ員たちに、約 900 人の参加者か
らは大きな拍手が沸き起こりました。

華やかな踊りの数々に大拍手
老人福祉大会

試行運行出発式で乗合タクシーに乗り込む人たち

　９月１日から、三日市町駅と楠ケ丘団地間を往復する
乗合タクシーの試行運行が始まりました。これは、市内
の公共交通の課題を解決するため、地域・市・事業者が
連携して行う事例の一つで、今回は急な坂が多く高齢化
も進む公共交通不便地域の楠ケ丘団地で乗合タクシーの
試行運行を行うもの。運賃は１乗車 200 円。運行時間
帯は、三日市町駅発が午前８時 30 分から午後５時 30
分まで。この試行運行は９月から３か月間実施します。

新たな公共交通の取り組み
楠ケ丘団地で乗合タクシーを試行運行

モックルもたくさんのキャラク
ターとともに来場者を出迎えま
した

　南河内地域の観光振興をＰＲする南河内観
光フォーラムが８月 29日、藤井寺市立市民
総合会館で開催されました。この日は、大阪
府立大学教授の橋爪紳也さんが、南河内の観
光について講演。続くパネルディスカッショ
ンでは、南河内の９市町村長が地域の魅力を
ＰＲしました。この中で芝田市長は、奥河内
構想（４・５ページ参照）や高野街道を軸と
した観光振興について話しました。また、会
場には、モックルをはじめとするキャラクタ
ーが集合し、来場者を楽しませていました。

南河内の観光の魅力を発信
南河内観光フォーラム

参加者に河内長野の観光をＰＲする芝田市長

Face市民の横顔

　河内長野市内の様々なイベントなどで活動
する吹奏楽団「ブルーウインズ」。今年８月
に開催された大阪府吹奏楽コンクールで金賞
を受賞し、関西大会に出場。そこでは、銀賞
を獲得しました。団長の浜田俊毅さんは「関
西大会に出場する団体は、レベルの高い楽団
がほとんどです。一般の吹奏楽愛好者の集ま
りの私たちの楽団が、そこで演奏できたこと
は誇りです」と話します。
　平成４年に、市内の中高校の吹奏楽部の卒
業生が集まって演奏会をしたことが楽団結成
のきっかけです。それ以降、河内長野市を中
心に 19年間活動しています。現在の楽団員
は 58 人。高校１年生から 40 歳の社会人ま
で幅広い年齢のメンバーで構成しています。
「長期間活動できたのは、楽器を演奏するこ
とが大好きなメンバーが集まったこと。何よ
り多くの皆さんに支えていただいたおかげで
す」と浜田さんは話します。そして「毎年年
末にラブリーホールで入場無料の演奏会を開
催しています。みなさんに楽しんでいただけ
るよう演奏希望のアンケートを取り、翌年の
演目にしています」と観客に楽しんでもらえ
ることを第一に考えています。しかし、その
ためには演奏技術の裏打ちが必要です。個人
の技術はもちろんのこと、楽団全体の技術を
向上させるためにも、毎年コンクールに出場
しています。
　最後に浜田さんは「私たちブルーウインズ
は河内長野市を中心に様々な場所で活動して
います。吹奏楽を通じて多くの人と出会える
ことを楽しみにしています」と話してくれま
した。　

▲ラブリーホールで開催する年末の定期演奏会。
みなさんの来場をお待ちしています。

地域で活動する吹奏楽団

河内長野吹奏楽団
ブルーウインズ

これからも元気で健やかに
市長らが市内最高齢者を訪問

　９月７日、芝田市長と津田耕平社会福祉協議会会長が、市内に住
む最高齢者を訪問しました。
　この日訪問したのは、竹

たけ

口
ぐち

信
のぶ

ゑ
え

さん（107 歳・高向・写真①）
と北

きた

浦
うら

三
さん

之
の

助
すけ

さん（102 歳・小山田町・写真②）。市長が「お元気
そうで何よりです。これからも元気で健やかにお過ごしください。
そして、もっと長生きをしてください」と話すと、竹口さんと北浦
さんは、「ありがとうございます」と笑顔で答えていました。

①

②

竹口さんと北浦さんは、家族や高齢者施設の人たちにも祝福を受けました



















下 里 ・ 門 前 ・ 中 尾 地 域 の

事 後 ア ン ケ ー ト 結 果

・下里地域　：　３６５

・門前地域　：　１５７

・中尾地域　：　１１８

【回収数】



問１－１　性別
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問１－２　年齢
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問１－３　職業
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無職 その他 空白



問２－１　試行バスを利用しましたか？
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試行バスの利用について、全体では「利用した（310）」と「利用していない（321）」
がほぼ同じ割合となっている。一方、地域別では、下里地域の「利用した（231）」
が約60％と他地域と比べて高くなっている。門前・中尾地域では「利用した」と
答えた人は約30％となっている。



問２－２　試行バスの主な利用目的
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試行バスの主な利用目的について、全体では「買い物（79）」、「娯楽・交友（75）」
がほぼ同数で多くなっている。地域別では、下里地域は「買い物(66)」、門前地
域は「娯楽・交友(16)」、中尾地域は「通勤(9)」が最も多く、それぞれ約30％を
占めている。



問２－３　主にどこまで利用しましたか？
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空白

主な利用について、全体では「電車に乗るために駅までバスを使う(154)」が最
も多く約半分を占めている。また「目的地の近くまでバスを使う(122)」も多くなっ
ており約40％を占めている。



問２－３　その具体的な場所

利用先の具体的な場所について、全体では「河内長野駅前（182）」最も多く約
60％を占めている。
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問２－４　試行バスの利用頻度

試行バスの利用頻度については、全体では「月に１～２回（105）」と「週に１～
２回（８3）」が多くなっており、次に「週に3～4日（44）」と「月に1日未満（42）」
が続いている。
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問２－５　試行バスの主な利用時間帯（行き）

試行バスの主に行きで利用した時間帯は、全体では「6時～8時（91）」と「8時
～10時（92）」がほぼ同数で多くなっており、この２つで約60％を占めている。　
地域別では、中尾地域が「6～8時（13）」での利用が約半数を占めており、他
地域より割合が高くなっている。
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問２－５　試行バスの主な利用時間帯（帰り）

試行バスの帰りの利用時間帯は、全体では「18時～20時（72）」が最も多く、
次に「16時～18時（60）」、「14時～16時（57）」と続いており、この3つで全体
の約40％を占めている。
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問２－６　主に利用した試行バス停

主に利用した試行バス停は、全体では「④番（82）」、「③番（73）」が多くなっ
ており、この２つで半数を占めている。
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問２－７　試行バスの移動満足度

試行バスの満足度について、全体では約47％の方が「大変満足（145）」と
答えている。加えて「どちらかといえば満足（113）」も約36％となっていること
から、試行バスを利用した人の8割くらいは満足している。一方地域別では、
中尾地区の満足度が他地域と比べて低い結果となっている。
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問３－１　問2-2の目的の試行運行開始前の　
　　　　　交通手段は？

全体では「自動車（運転）（106）」と「自動車（同乗）（66）」が約26％を占めてい
る。一方「バス（44）」の利用は約７％と低くなっている。地域別では下里地域の
「自動車（運転）（89）」の割合が他地域と比べて高くなっている。
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問３－２　その交通手段でどこへ外出していま
　　　　　したか？

問３－１の外出場所について、全体では「問２－３と違う場所（27）」を
選んだ人は少なくなっている。
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問３－３　試行運行前の外出頻度について

試行運行前の外出頻度について、全体では「週に５日以上（81）」が最
も多くなっており、次に「月に１～２日（74）」と続いている。
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問３－４　その交通手段の移動満足度
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試行運行前の交通手段の満足度について、全体では「どちらかといえば満
足（112）」と「大変満足（81）」を合わせると30％を占めている。一方「どちら
かといえば不満（61）」と「大変不満（28）」を合わせた割合は約１４％となっ
ている。



問４－１　試行バスの運行で外出機会は増えま
　　　　　したか？

試行バスの運行による外出機会について、全体では「増えた（130）」と答
えた人が約20％いる。特に下里地域では約30％の方が外出機会が増え
たと答えており、他地域と比べて割合が高い。
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増えた 変わらない 空白



問４－１－１　どの目的で増加しましたか？
（複数選択）
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(n=12)

中尾
(n=5)

総計
(n=130)

買物 通勤 通学 通院 娯楽・交友 仕事・業務 その他

全体では、「買物（74）」と「娯楽・交友（70）」の目的での外出機会の増加が
多く、この2つで約60％を占めている。



問４－１－２　その外出頻度は？

外出頻度について、全体では「週に1日～2日（47）」、「週に3～４日（32）」、
「月に1～2日（29）」と続いている。
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(n=5)

総計
(n=130)

週に5日以上 週に3～4日 週に1～2日

月に1～2日 月に1日未満 空白



問４－１－３　以前の外出頻度は？

以前の外出頻度について、全体では月に1～２日以上外出する人は約75％で
あるのに対し、問４－１－２の試行運行後の外出頻度は月に1～2日以上外出
する人は約95％に増えていることから、試行バス運行がある程度外出増に影響
したことが伺える。
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月に1～2日 月に1日未満 空白



問４－２　駅前への外出機会は増えましたか？

駅前への外出機会について、全体では「増えた（133）」が約20％を占めてい
る。地域別では、特に下里地域の外出機会増の割合が他地域と比べて高く約
30％を占めている。
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総計
(n=640)

増えた 減った 変わらない 空白



問４－２－１　どのような目的で増えましたか？
（複数選択）

全体では、「買物（100）」、「娯楽・交友（78）」での目的が多くこの２つで約70％
を占めている。
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門前
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中尾
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総計
(n=133)

買物 通勤 通学 通院

娯楽・交友 仕事・業務 その他



問４－２－２　どの駅に行くのが増えましたか？

河内長野駅周辺に行く機会が増えたと答えた人が圧倒的に多い。
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1
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

下里
(n=112)

門前
(n=12)

中尾
(n=9)

総計
(n=133)

1.河内長野駅周辺 2.千代田駅周辺 4.その他



問４－２－３　どのくらい外出するようになりま
　　　　　　　したか？

駅周辺への外出について、全体では約６５％の人が週に1日以上は外出す
るようになったと答えている。
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週に5日以上 週に3～4日 週に1～2日

月に1～2日 月に1日未満 空白



問４－２－４　もともと駅周辺にどの程度外出し
　　　　　　　ていましたか？

以前の駅周辺への外出回数については、全体では「月に１～2日（41）」が

最も多くなっており、次に「週に1日～２日（33）」となっている。
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問４－３　試行バスが運行したことで、自動車・
　　　　　バイクの利用回数は変わったか？

自動車・バイクでの利用回数の変化について、全体では約20％の方が「減っ
た（154）」と答えている。地域別では特に下里地域での減少割合が高く約35％
を占めている。
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減った 増えた 変わらない 空白



問４－３－１　どの目的で自動車等の利用が減少
　　　　　　　しましたか？　（複数選択）

自動車等の利用が減少した目的について、全体では「買物（66）」と「娯楽・交
友（69）」目的での自動車利用の減少が大きくなっており、全体の約60％を占
めている。中尾地域では半数が「買物（５）」を挙げている。
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買物 通勤 通学 通院 娯楽・交友 仕事・業務 その他



問４－３－２　試行バス運行後の自動車・バイク
　　　　　　　の利用回数は？
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週に5日以上 週に3～4日 週に1～2日

月に1～2日 月に1日未満 空白

全体では車・バイクの利用回数は「週に1～２日（54）」になったと答えた
人が約35％と最も多い。



問４－３－３　もともとの自動車・バイクの利用
　　　　　　　回数は？

前問の試行バス運行後の自動車・バイクの利用回数の割合と比べて、試行バス
運行前は「週に5日以上」の利用割合が半数以上と高くなっている。このことから
試行バスの運行により車・バイクからの乗りかえが進んだことがわかる。
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問５－１　試行バスのサービスが改善されれば　
　　　　　バス利用回数は増加すると思いますか？

全体では、「思う（400）」が約60％で、「思わない（188）」が約20％となっている。
地域別では、下里地域の「思う（282）」と答えた人の割合が約75％と高くなって
いる。門前・中尾地域は両地域とも「思わない」と答えた人の方が多くなっている。
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総計
(n=640)

1.思う 2.思わない 空白



問５－２　何が改善されれば利用回数は増加しま
　　　　　すか？（複数選択）

改善項目について、全体では「自宅からバス停までの距離（249）」、「運賃
（228）」、「1日の便数（215）」が多くなっており、この3つで約70％を占めている。
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一日の便数 時間帯別便数 運賃

バス停施設 バスとの乗り継ぎ わかりやすさ

乗り心地 段差や車いすへの配慮 その他



問５－３　どの目的で利用が増加すると思います
　　　　　か？
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買物 通勤 通学 通院 娯楽・交友 仕事・業務 その他 空白

全体では、「買物（128）」が最も多く約30％、次に「通勤（83）」、「娯楽・交友
（82）」がほぼ同数でともに約20％づつを占めている。



問５－４　どのくらい利用が増加すると思います
　　　　　か？

全体では、週に1回以上利用が増加すると答えている人の割合は約70％に
なる。
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月に1～2日 月に1日未満 空白



問５－５　どの時間帯で利用すると思いますか？
　（行き）

主に外出で利用すると思う時間について、全体では6時～10時の時間帯が多
く約75％を占めている。
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問５－５　どの時間帯で利用すると思いますか？
　（帰り）
主に帰宅で利用すると思う時間帯は、全体では「18時～20時（111）」が多く
約30％、次に「16時～18時（85）」が多く約20％を占めている。
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問５－６　主にどこへ行くと思いますか？

全体・各地域とも「河内長野市内（244）」が約60%を占めている。
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問６－１　協働の取り組みを進めていることを 　
　　　　　知っていますか？
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総計
(n=640)

知っている 知らない 空白

現在進めている協働の取り組みの認知度について、全体では約75％の人
が「知っている（479）」と答えている。地域別では特に中尾地域の認知度
が高く約80%となっている。



問６－２　説明会や協議に参加しましたか？
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参加した 参加していないが知っている 知らない 空白

全体では「参加した（139）」と「参加していないが知っている（292）」を合わせ
て約90%を占めている。



問６－２－１どのようにして説明会や協議がある
　　　　　　ことを知りましたか？（複数選択）

そのことを知った方法については、全体では「自治会・役員・班長（193）」、「回
覧板（200）」が多く約70％を占めている。また、「家族（86）」も多く約20％を占
めている。
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問６－２－２　どのような内容が議論されていた
　　　　　　　か知っていますか？（複数選択）
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市内のバス利用者が徐々に減少していること

加齢に伴いバス利用率が高くなること

現状の利用者数の推移だと路線バスの持続が困難

試行運行ルート・バス停について

バスに対して一人あたり年間約514円の税負担をしていること

住民・行政・バス事業者同士の連携の重要性

試行運行の結果を踏まえ地域の公共交通について議論すること

その他

その説明会や協議会での内容把握については、全体では「市内バス利用者
が減少していること（155）」、「試行運行ルート・バス停について（155）」、「試
行運行の結果を踏まえ地域の公共交通について議論すること（150）」が多く
なっており、この３つで約半数を占めている。



問６－３　今後も協働の取り組みの場に参加した
　　　　　いと思いますか？
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1.大いに参加したい
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3.どちらかといえば参加したくない

4.参加したくない

空白

協働への参加意識について、全体では「大いに参加したい（106）」と「どちらか
といえば参加したい（220）」を合わせると約50％となっている。地域別では下
里地域の参加意識が高く約60％となっている。



問６－４　地域の公共交通を確保するためできる
　　　　　ことは？（複数選択）
地域の公共交通を確保するためにできることについて、全体では「バスの利
用回数を増やす（302」が最も多く約40％となっている。一方で「特に利用で
きそうなものはない（119）」は約１６％となっている。
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総計
(n=640)

バスの利用回数を増やす

ボランティアでバスに乗り、高齢者の乗り降りを手伝う

経費の一部を負担する

バス停を使いやすくする

特に協力できそうなものはない

空白



下里・門前・中尾地域の公共交通に関するアンケート調査 

 

～アンケート調査ご協力のお願い～ 

このアンケート調査は、下里・門前・中尾地域の試行運行後の取り組みを検討するために実施します。 

また、アンケート結果は地域の公共交通を考えるための基礎資料として活用し、本調査以外の目的で使用 

することはありません。 

アンケート調査の趣旨をご理解の上、ご協力の程お願い申し上げます。 

なお、ご記入いただいたアンケート調査表は７月３１日（土）までに世帯単位で取りまとめの上、各町会

の組長（班長）にご提出下さいますようお願いいたします。 

【調査主体】  下里・門前・中尾バス運行検討委員会・河内長野市・大阪市立大学 

【問い合わせ先】下里・門前・中尾バス運行検討委員会 樽本 TEL：52-3584 

  河内長野市 交通政策課 野之上，中野 （TEL：530-1111 内線 581） 

   大阪市立大学 工学研究科 伊勢(担当),日野(教授) (TEL：06-6605-2730) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

番号 
【番号】 【その他は具体的に】

降車バス停名
 

 1. 目的地の近くまでバスを使う 2. 電車に乗るために駅までバスを使う 3. その他 
 
 
 

性別 

問２ 試行バスのご利用についておたずねします。 

問 1-1 

問１ あなたご自身のことについておたずねします。 

年齢 問 1-2 

職業 問 1-3 

住所 問 1-4 

1. 男性 2. 女性 

（    ）歳 

1. 農林漁業   2. 自営業    3. 会社員・公務員  4. 学生 
5. アルバイト  6. 主婦・家事  7. 無職       8. その他（        ）

1. 下里 2. 門前 3. 中尾 

 1. 利用した 2. 利用していない 

そのとき、主にどこまでバスを利用しましたか？該当する番号を1
．
つ
．
選び、降車するバス停名に

ついてもご記入ください。なお、降車するバス停名については、最終目的地（あるいはバスから

乗り継ぐ駅）の最寄りバス停をご記入ください（例：河内長野駅前、ラブリーホール前など） 

試行バスを利用しましたか？（1つ選択） 問 2-1 

問 2-2 

そこへは、どのくらいの頻度で試行バスを利用しましたか？（1つ選択） 

問 2-3 

 1. 買物   2. 通勤   3. 通学 4. 通院 5. 娯楽・交友  6. 仕事・業務 
 7. その他（          ） 

主にどのような目的で利用しましたか？（1つ選択） 

 問 5 へ 

問 2-4 

 1. 週に 5日以上 2. 週に 3～4日 3. 週に 1～2日 4. 月に 1～2日 5. 月に 1日未満  

1 



問 2-5  
 主にどの時間帯で試行バスを利用しましたか？（行きと帰りそれぞれ1つ番号を記入） 

行き 
【番号】

帰り 
【番号】

1. 6時～8時 2. 8時～10時 3. 10時～12時 4. 12時～14時   5. 14 時 ～ 16 時
  6. 16時～18時 7. 18時～20時 8. 20時～22時  

 
問 2-6 主に自宅から出かける際、どの試行バス停を利用しましたか？（1つ選択）試行バス停番号は最後の

ページをご参照下さい。 

（例：お出かけの際、主に ④番→⑧番 を利用の場合は、④番に○をして下さい） 

 
 
 

1. ①       2. ②       3. ③       4. ④ 
 5. ⑤       6. ⑥       7. ⑦       8. ⑧ 

 
 
 
問 2-7 試行バスでの移動には満足していますか？（1つ選択）  

 1. 大変満足 2. どちらかといえば満足 3. どちらかといえば不満 4. 大変不満  
 
 
 
 
問 3 試行バスが出来る前のあなたの外出についておたずねします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番号 
 

具体的な場所 
 

 1. 河内長野市内 2. 府内隣接市町村 3. 大阪市 
 4. 大阪府内（選択肢 1.と 2.と 3.を除く） 5. 他府県 

その交通手段を使って、主にどこへ外出していましたか？（1つ選択） 

問 3-1 

そこへは、どのくらいの頻度で外出していましたか？（1つ選択） 

 1. バス 2. 自動車(運転) 3. 自動車(同乗) 4. 自動二輪・原付 5. 自転車 
 6. 徒歩 7. タクシー 8. 福祉タクシー 9. 外出していない 

 問４ へ 

問 2-2 で選択された目的について、試行運行前の主な交通手段は何ですか？（1つ選択） 

 1. 問 2-3と同じ場所 
 
 2. 問 2-3とは違う場所 

■それはどこですか？該当する番号を1
．
つ
．
選んでご記入ください。 

 また、1.または 2.を選択された場合は、その具体的な場所についてもご記入ください。

         （例：○○三丁目、○○駅前、○○病院、○○スーパー河内長野店）

問 3-3 へ 

問 3-2 

問 3-3 

 1. 週に 5日以上 2. 週に 3～4日 3. 週に 1～2日 4. 月に 1～2日 5. 月に 1日未満 

 
 
 
 

問 3-4 その移動には満足していましたか？（1つ選択）  
 

 1. 大変満足 2. どちらかといえば満足 3. どちらかといえば不満 4. 大変不満 
 
 
 
- 
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問４ 試行バスが運行してからのあなたの外出変化についておたずねします。 

 

1. 増えた   2.減った   3. 変わらない 

問 4-1-1 どのような目的で外出が増えましたか？（複数選択可） 

問 4-2 へ 

 1. 買物   2. 通勤   3. 通学 4. 通院 5. 娯楽・交友  6. 仕事・業務 
 7. その他（          ） 

どのくらい外出するようになりましたか？（1つ選択） 問 4-1-2 

 1. 週に 5日以上 2. 週に 3～4日 3. 週に 1～2日 4. 月に 1～2日 5. 月に 1日未満 

試行バスが出来たことによって “外出する機会” は増えましたか？（1つ選択） 問 4-1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

もともと、どのくらい外出していましたか？（1つ選択） 問 4-1-3 

 1. 週に 5日以上 2. 週に 3～4日 3. 週に 1～2日 4. 月に 1～2日 5. 月に 1日未満 

 
 
 
 
問 4-2 

1. 増えた   2.減った   3. 変わらない 

問 4-3 へ 

問 4-2-1 

試行バスが出来たことによって “駅前に外出する機会” は増えましたか？（1つ選択） 
 
 
 
 どのような目的で外出が増えましたか？（複数選択可） 
 

 1. 買物   2. 通勤   3. 通学 4. 通院 5. 娯楽・交友  6. 仕事・業務 
 7. その他（          ） 

 
 

問 4-2-2 

 1. 河内長野駅周辺 2. 千代田駅周辺 3. 三日市町駅周辺 4. その他（      ）

どこの駅周辺に行くことが増えましたか？（1つ選択）  
 
 

問 4-2-3 

 1. 週に 5日以上 2. 週に 3～4日 3. 週に 1～2日 4. 月に 1～2日 5. 月に 1日未満 

どのくらい駅周辺に外出するようになりましたか？（1つ選択）  
 
 

問 4-2-4 

 1. 週に 5日以上 2. 週に 3～4日 3. 週に 1～2日 4. 月に 1～2日 5. 月に 1日未満 

もともと、駅前にどのくらい外出していましたか？（1つ選択）  
 
 
問 4-3 

 問 5 へ 

1. 減った   2.増えた   3. 変わらない 

試行バスが出来たことによって “自動車・バイクに乗る回数” はどう変わりましたか？（1つ選択） 
 
 
 

問 4-3-1 どのような目的で自動車の利用が減りましたか？（複数選択可）  

 1. 買物   2. 通勤   3. 通学 4. 通院 5. 娯楽・交友  6. 仕事・業務 
 7. その他（          ） 

 
 
 

問 4-3-2 どのくらい自動車を利用するようになりましたか？（1つ選択）  

 1. 週に 5日以上 2. 週に 3～4日 3. 週に 1～2日 4. 月に 1～2日 5. 月に 1日未満  
 

問 4-3-3  

 1. 週に 5日以上 2. 週に 3～4日 3. 週に 1～2日 4. 月に 1～2日 5. 月に 1日未満 

もともと、どのくらい自動車を利用していましたか？（1つ選択） 

 
 

3 



 
 
問５ 試行バスのサービス改善と利用意向についておたずねします。 

 問 5-1 

 1. 思う 2. 思わない 

 問 6 へ 

何が改善されればバスの利用が増えると思いますか？（複数選択可） 

該当する番号を選んだ後、それぞれについて具体的な改善内容をご記入ください。 

問 5-2 

試行バスのサービスが改善された場合、あなたのバスの利用は増えると思いますか？（1つ選択） 
 
 
 
 
  

選択肢 具体的内容 

 1. 自宅からバス停までの距離 自宅から(      )m以内にバス停があればよい。 

 2. 運行時間帯  

 3. 運行ルート  

 4. 一日の便数 1日に（      ）便ほど運行してほしい。 

 5. 時間帯別便数  

 6. 運賃 
河内長野駅まで門前，下里口バス停から 310円だが、 
（      ）円くらいが良い。 

 7. バス停施設(ベンチ 等) （具体的に：                       ）

 8. バスとの乗り継ぎ 

 9. わかりやすさ(乗場、時刻表 等) 

 10. 乗り心地 

 11. 段差や車いすへの配慮 

 

 12. その他 （具体的に：                       ）

 
問 5-3 

 1. 買物   2. 通勤   3. 通学 4. 通院 5. 娯楽・交友  6. 仕事・業務 
 7. その他（          ） 

主にどのような目的でのバスの利用が増えると思いますか？（1つ選択）  
 
 
 

どのくらいバスの利用が増えると思いますか？（増加分
．．．

に相当する番号を 1つ選択）
 
問 5-4 

 
 1. 週に 5日以上 2. 週に 3～4日 3. 週に 1～2日 4. 月に 1～2日 5. 月に 1日未満  

 
 

問 5-5  
 

行き 
【番号】

帰り 
【番号】

 1. 6時以前 2. 6時～8時 3. 8時～10時 4. 10時～12時 5. 12時～14時 
 6. 14時～16時 7. 16時～18時 8. 18時～20時 9. 20時～22時 10. 22時以降 

主にどの時間帯でバスを利用すると思いますか？（行きと帰りそれぞれ1つ番号を記入） 

 
主にどこへ行くのにバスを利用すると思いますか？該当する番号を1

．
つ
．
選んでご記入ください。 

また、1.または 2.を選択された場合は、その具体的な場所についてもご記入ください。 

         （例：○○三丁目、○○駅前、○○病院、○○スーパー河内長野店） 

問 5-6  
 
 

番号 
 

具体的な場所 
 

 1. 河内長野市内 2.府内隣接市町村 3. 大阪市 
 4. 大阪府内（選択肢 1.と 2.と 3.を除く） 5. 他府県 
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問 6 下里・門前・中尾地域におけるバスの取り組みについておたずねします。 

 問 6-1 下里・門前・中尾地域の公共交通の確保について、住民と行政が一体となって（協働で）取り組
んでいることを知っていますか？（1つ選択）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 6-3 へ 

問 6-3 へ 

 

問 7 協働の取り組みの進め方や試行運行バスについてご意見・ご感想をお書き下さい。

問 6-4 

 1. バスの利用回数を増やす        2. ボランティアでバスに乗り、高齢者の乗り降りを手伝う 
 3. 経費の一部を負担する         4. バス停を使いやすくする（掃除など） 
 5. 特に協力できそうなものはない     6. その他（                 ） 

協働の取り組みの場に参加すること以外で、 

地域の公共交通の確保のために、あなたができることは何かありますか？（複数選択可） 

1. 大いに参加したい 2. どちらかといえば参加したい 
3. どちらかといえば参加したくない 4. 参加したくない 

今後（も継続して）、協働の取り組みの場に参加したいと思いますか？（1つ選択） 問 6-3 

 1. 市内のバス利用者が徐々 に減少していること 2. 加齢に伴いバス利用率が高くなること 
 3. 現状の利用者数の推移だと路線バスの持続が困難 4. 試行運行ルート・バス停について 
 5. バスに対し一人あたり年間約514円の税負担をしていること 6. 住民・行政・バス事業者同士の連携の重要性

 7. 試行運行の結果を踏まえ、地域の公共交通について議論すること 
 8. その他（                                    ）

どのような内容が議論されていたか知っていますか？（複数選択可） 問 6-2-2 

 1. 自治会長･役員･班長     2. 説明会参加者   3. 回覧板   4. 掲示板 
 5. 家族     6. 知人   7. その他（                ） 

どのようにして、協議や説明会があることを知りましたか？（複数選択可） 問 6-2-1 

1. 参加した 2. 参加していないが知っている 3. 知らない 

地域の公共交通を確保するために、住民説明会や地域役員との協議が行われました。 

その説明会や協議に参加しましたか？（1つ選択） 

問 6-2 

1. 知っている   2. 知らない 

以上でアンケート調査は終了です。ご協力ありがとうございました。 
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乗車人員 乗車人員 乗車人員

1月8日 （金） 54 2月1日 （月） 41 3月1日 （月） 40

1月9日 （土） 37 2月2日 （火） 59 3月2日 （火） 71

1月10日 （日） 68 2月3日 （水） 75 3月3日 （水） 66

1月11日 （月） 35 2月4日 （木） 59 3月4日 （木） 73

1月12日 （火） 48 2月5日 （金） 80 3月5日 （金） 49

1月13日 （水） 44 2月6日 （土） 49 3月6日 （土） 28

1月14日 （木） 38 2月7日 （日） 24 3月7日 （日） 21

1月15日 （金） 44 2月8日 （月） 61 3月8日 （月） 54

1月16日 （土） 35 2月9日 （火） 45 3月9日 （火） 44

1月17日 （日） 35 2月10日 （水） 70 3月10日 （水） 59

1月18日 （月） 43 2月11日 （木） 22 3月11日 （木） 63

1月19日 （火） 55 2月12日 （金） 54 3月12日 （金） 60

1月20日 （水） 38 2月13日 （土） 24 3月13日 （土） 23

1月21日 （木） 44 2月14日 （日） 38 3月14日 （日） 23

1月22日 （金） 65 2月15日 （月） 56 3月15日 （月） 57

1月23日 （土） 26 2月16日 （火） 71 3月16日 （火） 60

1月24日 （日） 21 2月17日 （水） 58 3月17日 （水） 66

1月25日 （月） 54 2月18日 （木） 54 3月18日 （木） 38

1月26日 （火） 42 2月19日 （金） 64 3月19日 （金） 61

1月27日 （水） 57 2月20日 （土） 61 3月20日 （土） 43

1月28日 （木） 57 2月21日 （日） 23 3月21日 （日） 16

1月29日 （金） 57 2月22日 （月） 47 3月22日 （月） 32

1月30日 （土） 52 2月23日 （火） 53 3月23日 （火） 53

1月31日 （日） 25 2月24日 （水） 65 3月24日 （水） 70

1074 2月25日 （木） 42 3月25日 （木） 38

2月26日 （金） 65 3月26日 （金） 61

2月27日 （土） 35 3月27日 （土） 37

2月28日 （日） 31 3月28日 （日） 30

1426 3月29日 （月） 44

3月30日 （火） 44

3月31日 （水） 64

1488

日  時

3月乗車人員

下里・門前・中尾地域試行運行乗車人員

2月乗車人員

1月乗車人員

日  時 日  時



清見台地域でのアンケート項目について 
 

 ○調査主体 ：清見台自治会・河内長野市・大阪市立大学 
 
○実施期間 ：平成２２年１０月上旬～末日まで 
 
○対象者  ：清見台住人（小学生以上） 

 
 
＜アンケートの主な内容＞ 
 
問１ 個人属性について 
 
問２ 現在の主な外出について 
 
問３ 現在の南海バス清見台線の利用状況について 
 
問４ 南海清見台線の地域要望とその利用意向について 
 
問５ 南海清見台線の改善とその利用意向について 
 
問６ 協働意識とバスの必要性について 
 
問７ その他意見 



 

   

 
 

◇モックルコミュニティバスの利用状況   
 市では、今回の１年間の試行運行結果に基き、モックルコミュニティバスの今後の運賃を検討します。上限

の運賃を安くすることで利用者が増加し、結果として平成２１年度の市経費負担（運行経費－運賃収入）より

低く抑える事ができれば、運賃の引き下げ等の検討ができます。 

みなさまの積極的なご利用をお願いします。

 

  
 ４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月 １０月 １１月 １２月  １月  ２月  ３月 合計 

平成 21

年度 4,818 4,513 4,922 5,263 4,765 4,659 4,858 4,082 4,080 3,397 4,030 4,341 53,728 

平成 22

年度 4,748 4,559 4,897 5,376 5,119 4,999 5,044           34,742 

前年同

月比 98.5 101 99.5 102 107 107 10４ 0 0 0 0 0   

 
         

モックル
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防
犯
活
動

地
域
で
始
め
ま
せ
ん
か

　

地
域
に
住
む
人
た
ち
の
連
帯
意
識

が
薄
れ
、
地
域
で
犯
罪
を
抑
止
す
る

力
が
低
下
し
て
き
て
い
ま
す
。
地
域

の
安
全
は
警
察
や
行
政
だ
け
で
な

く
、
地
域
全
体
の
問
題
で
も
あ
り
ま

す
。
地
域
に
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む
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ひ
と
り
が
自

分
の
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む
ま
ち
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え
、
行
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が
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す
。

　

み
な
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し
て
暮
ら
せ
る

安
全
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、
防
犯
活

動
を
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ま
せ
ん
か
。

■
地
域
の
防
犯
活
動
に
か
か
る
経
費

の
一
部
を
助
成

　

市
で
は
、
自
治
会
・
町
会
や
自
主

防
犯
活
動
団
体
な
ど
が
取
り
組
む
防

犯
活
動
に
か
か
る
経
費
の
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部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
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防
犯
活
動
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画
し
、
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成

金
の
交
付
を
希
望
す
る
自
治
会
な
ど

は
、
10
月
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ま
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に
自
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中
に
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い
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考
え
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い
る
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合
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至
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課

に
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し
て
く
だ
さ
い
。

安
全
・
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル

■
公
用
車
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル

　

市
で
は
、
公
用
車
に
「
安
全
・
安

心
パ
ト
ロ
ー
ル
車
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー

を
は
り
付
け
て
運
転
す
る
安
全
・
安

心
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ト
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ル
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し
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す
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ま
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防
犯
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ロ
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車
で
市
内
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域
の
通
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ど
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し
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す
。

■
み
な
さ
ん
も
パ
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に
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現
在
、
自
動

車
や
バ
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ク
、

自
転
車
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「
安

全
・
安
心
パ
ト

ロ
ー
ル
車
」
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ス
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ッ
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真
下
）
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掲
げ
、

パ
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ま
す
。
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
人
は
、
自
治
振
興
課
に
あ
る
所
定

の
用
紙
で
申
し
込
み
を
。

一
戸
一
灯
運
動
に

ご
協
力
を

　

夜
間
に
各
家
庭
の
門
灯
や
玄
関
灯

を
点
灯
し
て
、
住
宅
街
の
暗
が
り
を

減
ら
す
こ
と
で
、
夜
間
の
犯
罪
を
防

止
し
よ
う
と
い
う
の
が
一
戸
一
灯
運

動
で
す
。
ち
な
み
に
電
気
代
は
、
20

㍗
の
電
灯
を
１
日
10
時
間
、
１
か
月

点
灯
さ
せ
た
場
合
で
約
１
５
０
円
。

５
０
０
㍉
㍑
の
ジ
ュ
ー
ス
１
本
分
と

ほ
ぼ
同
じ
値
段
で
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
防
犯
灯
設
置
の
申
請
を

　

市
で
は
、
自
治
会
や
町
会
な
ど
か

ら
の
申
請
に
基
づ
い
て
防
犯
灯
を
設

置
し
ま
す
。
申
請
に
は
所
定
の
申
請

書
や
印
鑑
な
ど
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
自
治
振
興
課
に
問
い
合
わ
せ

を
。

　

モ
ッ
ク
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
、
主
に
日
中
の
時
間
帯
に
、
市
役

所
や
図
書
館
な
ど
の
主
な
公
共
施
設

や
医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
高
め

る
た
め
、
平
成
14
年
度
か
ら
市
が
経

費
を
負
担
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
利
用
者
の
増
加
を
図
る

た
め
、
今
年
４
月
か
ら
１
年
間
、
上

限
２
０
０
円
の
運
賃
で
、
試
行
運
行

し
て
い
ま
す
。
こ
の
試
行
運
行
の
結

果
に
基
づ
き
、
今
後
の
運
賃
を
検
討

し
ま
す
。
利
用
状
況
の
前
年
度
対
比

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。
上
限
の

運
賃
を
安
く
す
る
（
２
０
０
円
）
こ

と
で
利
用
者
が
増
加
し
、
そ
の
結
果

が
平
成
21
年
度
の
市
経
費
負
担
よ
り

低
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
運

賃
の
引
き
下
げ
な
ど
の
検
討
が
で
き

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

交
通
政
策
課

も
の
に
つ
い
て
、
耐
震
診
断
や
耐
震

改
修
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
条

件
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
推
進
室

地
域
防
災
訓
練
を
実
施

　

市
内
の
自
主
防
災
組
織
や
自
治
会

な
ど
が
模
擬
訓
練
を
し
ま
す
。ま
た
、

だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
初
期
消
火
・

応
急
処
置
・
ロ
ー
プ
結
索
・
煙
体
験

な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
非
常
食
の

試
食
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

と
き　

10
月
17
日
㈰
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分
（
荒
天
中
止
）

と
こ
ろ　

大
師
総
合
運
動
場

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
室

自
転
車
に
は
施
錠
と

防
犯
登
録
を

　

府
内
の
街
頭
犯
罪
認
知
件
数
は
、

10
年
連
続
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
で
、
そ

の
４
割
以
上
が
自
転
車
盗
で
す
。
ま

た
、
市
内
で
は
、
街
頭
犯
罪
認
知
件

数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
自

転
車
盗
の
被
害
は
横
ば
い
状
態
で
、

平
成
21
年
中
に
発
生
し
た
街
頭
犯
罪

の
35
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
自
転
車

盗
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
日
ご
ろ
か

ら
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

◎
自
転
車
か
ら
離
れ
る
時
は
、
短
時

間
で
も
鍵
を
か
け
る
。

◎
壊
さ
れ
に
く
い
丈
夫
な
鍵
に
す

る
。

◎
鍵
を
２
個
以
上
付
け
る
。

◎
路
上
駐
輪
は
や
め
て
、
駐
輪
場
に

止
め
る
。

◎
駐
輪
場
で
は
、
サ
イ
ク
ル
バ
ー
な

ど
の
固
定
物
に
ワ
イ
ヤ
ー
鍵
で
施

錠
す
る
。

■
防
犯
登
録
を
忘
れ
ず
に

　

自
転
車
の
防
犯
登
録
は
、
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
盗
難
防

止
や
被
害
の
早
期
回
復
の
た
め
に
、

必
ず
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

大
阪
府
自
転
車
商
防

　

犯
協
力
会
（
☎
06
・
６
６
２
９
・

　

０
７
５
０
）

モ
ッ
ク
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

　
　
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

▲万が一に備えて、実戦さながらの訓練が行
われます（写真は昨年の様子）。

安全・安心のまちづくりをめざして
　近年、全国的に子どもや女性、高齢者が巻き込まれる凶悪な事件が続発しています。また、市内では、
オートバイ・自転車盗や車上ねらい・侵入盗など身近な犯罪が多くなっています。市では、地域での自主
防犯活動を支援するため、警察や関係団体などと協力しながら様々な取り組みを行い、地域と一体になっ
て「安全・安心な河内長野市」をめざします。　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　自治振興課

地域での防犯活動が大切

　8月 27 日にキックスで、防犯講
演会が催され、約 100 人の市民が
参加しました。 
　この日は、子ども見守り隊の必要
性についての講演や府警本部の寸劇
による防犯教室が開催されました。
犯罪者は、夜間、明るく照らされる
ことや、地域で顔を見られ声をかけ
られることを一番嫌うという話など
を聞いた参加者は、一人ひとりの防
犯意識の向上や地域での防犯活動の
大切さを確認していました。

エスカレーターの
転倒事故を防止

　９月８日、フォレスト三日市で「エ
スカレーターの事故防止のための体
験講座」が開催されました。これは、
エスカレーターの転倒事故を防ぐた
め、府と市で、府内で初めて行った
ものです。当日は、高齢者を中心と
した約 30人の市民たちが参加。乗
り方の実地体験をしたり、構造を見
学したりして、エスカレーターの安
全な乗り方を確認しました。
問い合わせ　まちづくり推進室

平成21年度 平成22年度 前年同月比

４月 4,818 人 4,748 人 98.5％

５月 4,513 人 4,559 人 101％

６月 4,922 人 4,897 人 99.5％

７月 5,263 人 5,376 人 102％

８月 4,765 人 5,119 人 107％

モックルコミュニティバス利用状況

▲耐震診断・耐震改修で、地震から生命と財産を守
りましょう

〜
上
限
２
０
０
円
で
試
行
運
行
中
〜

◀
防
犯
登
録
と
シ
ー
ル
の
貼
付
で
自
転
車

の
盗
難
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う

全
国
地
域
安
全
運
動

　

10
月
11
日
〜
20
日
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
、
全
国
地
域
安
全
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

※
10
月
13
日
㈬
午
前
７
時
〜
８
時
に

市
内
の
各
駅
（
千
代
田
・
河
内
長

野
・
三
日
市
町
・
美
加
の
台
・
汐

ノ
宮
）
周
辺
で
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

河
内
長
野
警
察
署

（
☎
54
・
１
２
３
４
）

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

補
助
制
度
の
ご
利
用
を

　

市
で
は
、
市
内
の
建
築
物
の
耐
震

化
を
促
進
し
、
地
震
に
対
す
る
安
全

性
を
高
め
る
た
め
、
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
一
戸
建
て

住
宅
な
ど
で
一
定
の
条
件
を
満
た
す


















































